
素
牛
の
安
定
生
産
の
た
め
に

　

岩
手
県
一
関
市
に
あ
る
和
牛
繁
殖
を
行
っ
て
い
る
藤
沢

牧
場
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い

飼
料（
株
）が
運
営
を
始
め
た
。
飼
養
頭
数
は
、
繁
殖
牛

3
0
0
4
頭
、
子
牛
・
育
成
牛
１
５
２
９
頭
、
肥
育
牛

６
１
４
頭
、
種
雄
牛
４
頭
の
合
計
５
１
５
１
頭
で
あ
る
。

８
～
９
カ
月
齢
ま
で
育
っ
た
育
成
牛
は
、
東
北
６
県
の
肥

育
委
託
農
場
に
て
肥
育
さ
れ
た
後
、「
東
北
和
牛
」の
ブ
ラ
ン

ド
名
で
、
百
貨
店
や
量
販
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
３
月
末
に
J
G
A
P
認
証
を
取
得
し
た
こ
と

で
、
さ
ら
に
生
産
工
程
管
理
を
強
化
し
、
認
証
農
場
の
見

本
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

繁
殖
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

繁
殖
牛
は
通
常
複
数
頭
で
群
飼
い
を
し
て
い
る
が
、
分
娩

予
定
日
の
２
カ
月
前
か
ら
独
房
に
て
１
頭
ず
つ
管
理
さ
れ

る
。
こ
の
時
期
は
胎
児
が
急
激
に
成
長
す
る
た
め
、
母
牛
の

管
理
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
１
頭
ず
つ
で
管
理
す
る
事

に
よ
り
、
牛
ご
と
に

餌
の
給
与
量
を
調
整
す
る
事
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
太
り
す
ぎ
、
栄
養
不
足
を
防
い
で
い
る
。

　

分
娩
後
２
週
間
は
子
牛
と
と
も
に
同
じ
牛
房
で
管
理
さ

れ
、
以
降
は
５
～
６
組
の
親
子
で
群
飼
い
に
な
る
。
分
娩

後
30
日
前
後
で
初
回
発
情
が
起
き
る
と
、
子
宮
の
状
態
を

確
認
し
て
種
付
け
を
実
施
し
て
い
る
。
発
情
兆
候
が
見
ら

れ
な
い
牛
、
微
弱
な
牛
に
つ
い
て
は
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
行
い
、

分
娩
後
60
日
前
後
に
は
初
回
種
付
け
を
行
う
。
こ
う
し
た

管
理
に
よ
っ
て
分
娩
間
隔
３
７
7
日
の
好
成
績
に
つ
な
が
っ

て
い
る（
全
国
平
均
分
娩
間
隔
は
４
２
０
日
）。

子
牛
・
育
成
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

同
牧
場
は
基
本
的
に
生
後
約
２
カ
月
半
の
間
、
母
牛
と

子
牛
が
一
緒
の
場
所
で
生
活
す
る「
自
然
哺
育
」の
ス
タ
イ
ル

で
管
理
を
し
て
い
る
。
人
が
毎
日
代
用
乳
を
与
え
る「
人
工

哺
育
」と
は
対
照
的
に
、
母
牛
か
ら
直
に
母
乳
を
飲
む
た

め
、
管
理
の
手
間
が
最
小
限
と
な
る
。

　

子
牛
が
過
ご
し
や
す
い
よ
う
牛
房
に
も
工
夫
が
さ
れ
て

お
り
、
生
後
２
週
齢
ま
で
の
牛
房
は
子
牛
が
母
牛
に
踏
ま

れ
な
い
よ
う
子
牛
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る（
写

真
1
）。
２
週
齢
～
約
３
カ
月
齢
は
同
時
期
に
生
ま
れ
た
子

牛
と
そ
の
母
牛
が
群
飼
い
に
な
る
が
、
牛
房
内
に
子
牛
の

み
が
移
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
子
牛
は
母
牛
に
邪
魔
さ
れ
る
事
な
く

寝
起
き
が
で
き
、
好
き
な
時
間
に
母
乳
を
飲
む
事
が
で
き

る
。
ま
た
、
人
工
乳
を
母
牛
に
盗
食
さ
れ
ず
に
十
分
な
量

を
摂
る
事
も
で
き
る
。

　

子
牛
が
生
後
２
カ
月
半
に
な
る
と
離
乳
を
迎
え
、
母
牛
は

別
の
繁
殖
牛
舎
に
移
さ
れ
る
。
一
方
で
子
牛
は
離
乳
後
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
事
を
目
的
に
、
母
牛
の
移
動
後
も
同
一

牛
房
で
管
理
さ
れ
る
。
人
工
乳
か
ら
育
成
飼
料
へ
の
切
り
替

え
も
同
牛
舎
で
行
い
、
３
カ
月
齢
に
な
る
と
育
成
舎
へ
移
し

12
頭
ほ
ど
で
管
理
す
る
。

　

育
成
期
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
粗
飼
料
を
食
い
込
ま
せ
る

事
で
、
同
牧
場
は
粗
飼
料
を
飽
食
さ
せ
て
い
る
。
牛
が
１

回
で
食
べ
ら
れ
る
量
を
与
え
、
飼
槽
の
餌
が
少
な
く
な
る
と

ま
た
与
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
常
に
新
し
い
飼
料
を
与
え

る
事
に
よ
っ
て
摂
取
量
を
高
め
て
い
る（
写
真
3
）。

衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

分
娩
後
の
３
カ
月
間
を
過
ご
す
牛
舎
は
基
本
的
に
A
I
・

A
O
※
を
行
う
。
牛
の
移
動
後
は
牛
舎
の
洗
浄
・
乾
燥
・
消
毒

を
約
３
週
間
実
施
。
ま
た
、
飼
養
中
も
牛
舎
内
で
毎
日
消

毒
液
を
散
布
し
牛
舎
・
牛
体
を
消
毒
す
る
事
で
、
風
邪
や
皮

膚
病
を
予
防
し
て
い
る（
写
真
４
）。
な
お
、
群
管
理
す
る
哺

乳
期
の
疾
病
発
生
時
に
は
、
母
牛
と
子
牛
を
隔
離
す
る
牛

房
を
同
牛
舎
内
に
設
置
。
加
え
て
、
24
時
間
体
制
の
管
理

に
よ
り
、
病
気
の
早
期
発
見
・
蔓ま

ん
え
ん延
を
防
止
し
て
い
る
。

岩手県にある藤沢牧場では、素牛生産において好成績を残しており、
母牛と子牛にとってストレスのない環境づくりを行っている。今回は
同牧場における繁殖管理、子牛・育成管理、衛生管理の３つの面か
ら具体的なポイントを紹介する。

《農場データ》
所 在 地：岩手県一関市藤沢町
飼養頭数：5,151頭
従業員数：41名（2019年3月31日現在）

JGAP認証を取得し管理体制を強化

東北の
素牛生産の基盤に

写真 2

写真 4 写真 3

藤沢牧場の皆さん

※オールイン・オールアウト

写真1

子牛用スペース

肉牛
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